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若者と「ツナガル」
市民協働を進める上では、さまざ

まな主体による連携が重要です。今
回は、若者と市民活動団体が「ツナ
ガル」事例を紹介します。

きらり！高校生の活躍
第２回のこのコーナーで紹介した

「プロボノ１ＤＡＹチャレンジ」では、
四日市南高等学校の生徒７人が参加
し、市民活動団体の課題整理などの
支援に取り組みました。社会貢献を
したい社会人と、その人たちから支

援を受けたい市民活動団体とのマッ
チングの機会の中で、高校生らしい
自由な発想で積極的な提案を行い、
そのアイデアは、支援先団体が販売
するクッキーのパッケージデザイン
に生かされました。

若者の力を地域へ
四日市南高等学校では、「ホンモノ

体験」として、ＮＰＯ法人が主催す

る四日市あすなろう鉄道に関するシ
ンポジウムへの参加や、大学や企業
との連携による商品開発など、さま
ざまな取り組みを積極的に行ってい
ます。
若者が地域課題に関心を持ち、そ

の解決に向けた探究活動を行うこと
は、郷土愛を醸成する上でも大切で
す。今後も、高校生や大学生が市民
協働の視点を持って、まちづくりに
参加できるプログラムを実施してい
きたいと考えています。

市民活動で取り組まれている事業にスポットを当て、さまざまな主体
が「ツナガル」（連携する）実例を紹介します。

→→

第８回

積極的に参加する高校生

こんにちは。都市整備部です。
今回は、市役所４階にある営繕工

務課をご案内します。
営繕工務課は、28人の技術職員を

抱える技術者集団です。
市民の皆さんに日々ご利用いただ

いている小・中学校、幼稚園、保育
園、地区市民センターなどのさまざ
まな施設を建てたり、直したりして
います。
最近では、笹川中学校、曙町市営

住宅、消防分署を建てたり、閉校に

なった小学校を橋北交流会館や三浜
文化会館に改装したりしました。

その他にも、各施設の運営部署か
ら依頼を受け、さまざまな施設をよ
り長く使ってもらえるように整備し
たり、使いやすく改良したりしてい
ます。
今後は、児童発達支援センターあ

けぼの学園や海蔵小学校の建て直し、

文化会館の改装などを予定していま
す。
これからも、技術者集団として、

公共施設を市民の皆さんに安全に安
心してご利用いただけるよう、環境
に優しくて、誰もが使いやすい施設
の整備を、各施
設の運営部署と
連携しながら進
めていきます。

→ →

第10回

市役所の各部署の業務などを政策推進監が紹介するコーナーです。
今回は、都市整備部の営繕工務課をご案内します。

三浜文化会館

営繕工務課
（緯354－8203 胃354－8404）

問い合わせ先

都市整備部政策推進監
山田 広幸

市民協働安全課
（緯354－8179 胃354－8316）

問い合わせ先


